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り、サーバサイドの Java クラスを JavaScript に対して公開

することができます。

create 要素でクラスの定義を行います。class 属性に対象

クラスの（パッケージ名を含んだ）名前を、javascript 属

性に JavaScript 上で扱う際の名前（パッケージが入ると長

くなりますので、任意の名前で再定義します。）を記述し

ます。creator 属性は new ないしは session を記述するこ

とができ、new の場合は Web ブラウザからのアクセスご

とに Java クラスが生成され、session の場合は Web ブラ

ウザのセッションごとに Java クラスが生成されます。

今回は先ほど作成した DWRTest クラスを、アクセスご

とに新規作成するという設定で、DWRTest という名前で

JavaScript に対して公開します。

5. 公開されたクラスの確認

以上までの記述が済めば、JavaScript から公開された

Java クラスを呼び出すことができます。まずは標準のサン

プルを見てみましょう。

http://localhost:8080/dwr-test/dwr にアクセスしてみて

ください。図 1 のような画面が表示されます。上に公開さ

れている Java クラスの一覧が表示されます。

DWRTest をクリックすると図 2 の画面が表示されます。

DWRTest クラスの公開されているメソッドの一覧と、その

呼び出し方法が表示されます。

興味深いのは、このページ自体が DWR を用いて書かれ

ており、各メソッドをここから呼び出すことができる、と

言う点です。たとえば、getText() の右の [Execute] ボタン

を押すと、Web サーバとの通信が行われ、図 3 のように表

示が変化します。

以上でサーバサイドの設定は終わりです。

<dwr>
  <allow>
    <create
        creator="new"
        javascript="DWRTest" 
class="DWRTest"/>
  </allow>
</dwr>

リスト 4：dwr.xml の内容

図 1：公開されている Java クラスの一覧

図 2：DWRTest クラスの公開されているメソッド一覧

図 3：getText() 実行後 "DWR Test" という文字列が表示
されていることに注目
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クローズアップ：DWR で Ajax してみよう　～ リッチクライアントへの古くて新しい挑戦 ～

DWRの組み込み方～クライアントサイド

1. HTML ファイルの作成

まず、DWR を組み込むための HTML ファイルを作成し

ます。今回は test.html という HTML ファイルを作成しま

した。

2. DWR スクリプトの組み込み

DWR のライブラリをインポートします。先ほど見たメ

ソッド一覧画面にも表示されていましたが、

の 2 行、そして以下の行を HTML ファイルに追加します。

3 行目は後述の DWRUtil クラスを使用するための記述で

す。

3. DWR スクリプトの呼び出し

HTML 上に適宜ボタンや表示するためのコントロールを

配置し、ボタンを押した時のイベントハンドラに DWR ス

クリプトを呼び出すようにします。では、サーバサイドで

定義した getText メソッドと getPrefs メソッドを呼び出し

てみましょう。

まず getText ですが、サーバから取得した文字列を

textTest という ID を持つ span タグ内に表示させることに

します。以下のようにボタンと span タグを配置します。

ボタンを押した時のイベントハンドラ UpdateText は以

下のように定義します。

DWRTest は、dwr.xml の javascript 属性で定義したクラ

ス名です。通常のクラスのメソッド呼び出しに見えますが、

引数を持たないはずの getText メソッドが、setText という

引数付きで呼び出されていることに注目してください。こ

れは、非同期通信が終了した時にコールバック関数として

呼び出される JavaScript のメソッド名です。その setText

メソッドは以下のように定義しています。

引数の data にはサーバから取得したデータ ( ここでは

文字列 ) が入っています。DWRUtil は utils.js で定義された

DWR のユーティリティクラスで、ここでは textTest とい

う ID を持つタグに data をセットする操作を行っています。

以上のように記述することで、サーバ側の getText メソッ

ドを呼び出してそれをブラウザ上に表示させることができ

ます。

次に、getPrefs メソッドを呼び出してみましょう。

getPrefs メソッドは地方に対応した都道府県リストを返

すメソッドです。地方を選択するためのドロップダウン

(ID='district') と、都道府県を表示するためのドロップダウ

ン (ID='selectTest')、そしてボタンを配置し、以下のように

記述します。

ボタンを押した時のイベントハンドラ UpdateSelect は

以下のように定義します。

DWRTest クラスの getPrefs メソッドを呼び出しています

が、今回もサーバ側と引数が異なっています。第一引数は

コールバック関数定義、第二引数以降がサーバ側で定義し

た引数となります。

したがって、コールバック関数はsetSelectメソッド、サー

<script type='text/javascript' src='/dwr-
test/dwr/interface/DWRTest.js'></script>
<script type='text/javascript' src='/dwr-
test/dwr/engine.js'></script>

<script type='text/javascript' src='/dwr-
test/dwr/util.js'></script>

<input type='button' onclick='UpdateText()' 
value='ExecuteText'/>
<span id='textTest'></span>

<script type='text/javascript'>
  function UpdateText()
  {
    DWRTest.getText(setText);
  }
</script>

<script type='text/javascript'>
  function setText(data)
    {
      DWRUtil.setValue("textTest",data);
    }
</script>

<input type='button' 
onclick='UpdateSelect()' 
value='ExecuteSelect'/>
<select id='district'>
 <option value='0'>北海道 </option>
 <option value='1'>東北 </option>
</select>
<select id='selectTest'/>

<script type='text/javascript'>
  function UpdateSelect()
  {
    DWRTest.getPrefs(setSelect,district.
value);
  }
</script>
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バの getPrefs メソッドへの引数は district ドロップダウン

の値になります。setSelect は以下のように定義します。

引数の data にはサーバから取得したデータ ( ここでは文

字列配列 ) が入っています。通常であれば配列をループし

ながら option タグを作成する必要がありますが、DWRUtil

クラスには配列から option タグを生成して select タグに

セットする fillList というメソッドがあるので、それを使用

しています。ここでは selectTest という ID を持つ select

タグに data をセットしています。

getText・getPrefs メソッドを実行すると、それぞれ以下

のように画面表示が変わります（図 4 ～ 6）。

以上のような動作を、画面の再読込無しに、非同期に行

うことができます。非常に簡潔な記述でサーバとの連携を

行うことができる DWR のおかげですね。

まとめ

DWR はまだバージョンも 0.6 で、ドキュメントもそれほ

ど揃っていません。特に日本語の情報源はほとんど無いた

め、サンプルやソースコードを見ながら試行錯誤が必要な

段階です。

DWRを用いることで直接JavaScriptからXMLHttpRequest

を使う場合よりもずっと簡潔な記述とすることができます。

とはいえ、DWR はサーバサイド Java への基本的なインタ

フェースを提供するのみであり、リッチクライアントに必

要な様々な機能、たとえば ASP.NET で実現されているよ

うな豊富なバリデーション機能をすぐに使用できるわけで

はありません。今後、DWR を基として、サーバ技術とさ

らに連携を図ることができるタグライブラリなどが登場し

て、Ajax 実装環境がさらに整備されていくことを期待しま

しょう。

DWR 公式サイト 5(http://www.getahead.ltd.uk/dwr/index.

html) には、サンプルも含め有益な情報が多く掲載されて

いますので、DWR を使用する際には目を通されることをオ

ススメします。ではみなさま、快適な Ajax ライフを DWR

でお楽しみください！

（土井 毅）
<script type='text/javascript'>
  function setSelect(data)
  {
    DWRUtil.fillList("selectTest",data);
  }
</script>

5. DWR 公式サイトでは、この頃流行りの Spring Framework と DWR
を連携させるための設定についてのドキュメント等もあります。
Spring と DWR を連携させると XML ベースで色んなことができる、
かなり興味深い取り組みです。

図 4：実行前の画面

図 5：getText メソッド実行後 “DWR Test“ が表示され
ている

図 6：“ 東北 ” を選択して getPrefs メソッド実行 都道府
県がドロップダウンにセットされている
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2005 年 3 月 14 日 － SAML 2.0

が OASIS 標準として承認され

た。SAML (Security Assertion 

Markup Language)2.0 は、認証

や認証情報の受け渡しについて

のXMLベースの規格。SAML 2.0

によって、異なる領域間で、認

証、属性、および権限情報を安

全に交換することができ、ベン

ダーに依存しない Web 上のシングルサインオ

ンおよび安全な e ビジネストランザクションを

実現する。

● WSDM関連の 2仕様がOASIS 標準として承認

Management Using Web Services(MUWS) および

WSDM - Management of Web Services (MOWS)

仕様が、OASIS 標準として承認された。

この 2 つの WSDM 仕様は、OASIS WSDM 技術

● XACML 2.0 仕様が OASIS 標
準として承認

- http://www.oasis-open.org/jp/
news/oasis_news_03_02_05.php

2005 年 3 月 2 日－ XACML 2.0

仕様が OASIS 標準として承認さ

れた。

XACML （eXtensible Access Control Markup 

Language）2.0 は、標準的なアクセス制御方針

を定義する。XACML 2.0 は、プライバシー用の

新たなプロファイルを組み合わせている。また、

XACML 2.0 のプロファイルは、OASIS 標準であ

る Security Assertion Markup Language (SAML)

向けのインテグレーションを提供する。

● SAML 2.0 が OASIS 標準として承認

- http://xml.coverpages.org/saml.html

OASIS

動向
ファイリング

２００５

動向
ファイリング

２００５

：XD 発

図 1：SAMLと XACMLの関係

XACML および SAML

XACML は XML 文書に対するアクセス権を設定す

るための仕様である。XACML では、XML のリソー

スに対して、「誰」がどのような「権限」で「どこ」

にアクセスできるのかを記述することができる。

リソースの指定には、URI と XPointer や XPath を

使用することができるので、文書全体に対するア

クセス権だけでなく、ノード単位での指定などが

可能となり、細かいレベルでの設定が可能となる。

SAMLはXACMLと合わせて使用される規格である。

SAML は、XACML で記述された XML 文書を認証

したり、認証情報を受け渡しする際に使用される。

図 1 は両方の規格の関連を示したものである。
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委員会によって開発され、一緒に使用されて、

分散リソースの管理用の Web サービスを利用

する方法を定義する。

● Web サービス関連の 2つのワーキングドラフ
トが公開

- http://www.w3.org/TR/2005/WD-ws-addr-
core-20050331/

- http://www.w3.org/TR/2005/WD-ws-addr-
soap-20050331/

2005年3月31日、「Web Services Addressing 1.0 

_ Core」および「Web Services Addressing 1.0 - 

SOAP Binding」がワーキングドラフト・ラスト

コールとして公開された。

● 「Web Services Addressing 1.0 _ Core」

メッセージング・システムが伝送方法に依存し

ない仕方で、エンドポイント・マネジャ、ファ

イヤウォール、ゲートウェイといった処理ノー

【リスト 1　SOAP 1.2 でメッセージ・アドレッシング・プロパティを使用した例】

(001)  <S:Envelope xmlns:S="http://www.w3.org/2003/05/soap-envelope"      

                 xmlns:wsa="http://www.w3.org/2005/03/addressing">

(002)    <S:Header>

(003)     <wsa:MessageID>

(004)       http://example.com/6B29FC40-CA47-1067-B31D-00DD010662DA

(005)     </wsa:MessageID>

(006)     <wsa:ReplyTo>

(007)       <wsa:Address>http://example.com/business/client1</wsa:Address>

(008)     </wsa:ReplyTo>

(009)     <wsa:To>http://example.com/fabrikam/Purchasing</wsa:To>

(010)     <wsa:Action>http://example.com/fabrikam/SubmitPO</wsa:Action>

(011)    </S:Header>

(012)    <S:Body>

(013)      ...

(014)    </S:Body>

(015)  </S:Envelope>

ドを含むネットワーク経由の伝送をサポートす

ることを可能にする。

リスト１は、本仕様のメカニズムを SOAP1.2

で使用した例である。これは、http://example.

com/business/client1 からhttp://example.com/

fabrikam/Purchasing に送信するメッセージの

例である。

(002) から (011)：本仕様のメカニズムが使用さ

れた SOAP メッセージ。

(012) から (014)：SOAP 本体。

(003) から (010)： ヘッダ情報。

(003) から (005)：本メッセージの識別子を指定。

(006) から (008)：本メッセージに対する応答を

送信するエンドポイント。

(009) 本メッセージの受信者の URI

● 「Web Services Addressing 1.0 - SOAP 
Binding」

SOAP メッセージに「Web Services Addressing 

W3C関連
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1.0 - Core」で定義された抽象的なプロパティを

バインドする方法を定義する。

リスト 2 は、本仕様を使用して、エンドポイン

トを SOAP ヘッダにマップした例である。

● WSDL2.0 の公開

2005 年 5 月 10 日、W3C は Web Services Descrip

tion Language (WSDL) 関連のワーキングドラフ

トを 4 本公開した。

■ Web Services Description Language (WSDL) 

Version 2.0 Part 0: Primer

- http://www.w3.org/TR/2005/WD-wsdl20-
primer-20050510/

■ Web Services Description Language (WSDL) 

Version 2.0 Part 1: Core Language

-  http://www.w3.org/TR/2005/WD-wsdl
20-20050510/

■ Web Services Description Language (WSDL) 

Version 2.0 Part 2: Adjuncts

- http://www.w3.org/TR/2005/WD-wsdl20-
adjuncts-20050510/

■ Web Services Description Language (WSDL) 

Version 2.0 SOAP 1.1 Binding

- http://www.w3.org/TR/2005/WD-wsdl20-

soap11-binding-20050510/

WSDL は、Web サービスのインターフェイス仕

様を記述するために策定された XML 形式の言

語である。WSDL1.1 は、Microsoft 社や IBM 社

により公開され、W3C に技術ノートとして提

出された。現在は、W3C が WSDL2.0 として改

訂作業が行なわれている。

WSDL2.0 第 0 部：入門編では、この仕様がどの

ように利用されるのかに関して、ホテルの予約

システムを例にして、分かりやすく説明されて

いる（リスト 3）。

① types 要素は、Web サービスが送信および受

信するメッセージの種類を定義する。

② interface 要素は、Web サービスが提供する

機能を抽象的に定義する。

③ binding 要素は、Web サービスにアクセス

する方法を定義する。

④ service 要素は、Web サービスにアクセスす

るための場所を定義する。

【リスト 2　SOAP メッセージヘッダにマップされ
たエンドポイントの例】

<:Envelope xmlns:S="http://www.

w3.org/2003/05/soap-envelope"

         xmlns:wsa="http://www.

w3.org/2005/03/addressing"

         xmlns:fabrikam="http://

example.com/fabrikam">

   <S:Header>

     ...

    <wsa:To>http://example.com/

fabrikam/acct</wsa:To>

    <wsa:Action>...</wsa:Action>

    <fabrikam:CustomerKey wsa:isRef

erenceParameter='true'>123456789</

fabrikam:CustomerKey>

    <fabrikam:ShoppingCart wsa:isRefere

nceParameter='true'>ABCDEFG</fabrikam:

ShoppingCart>

     ...

   </S:Header>

   <S:Body>

     ...

   </S:Body>

</S:Envelope>
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【リスト 3】

<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?> 

<description 

    xmlns="http://www.w3.org/2005/05/

wsdl"

    targetNamespace= "http://greath.

example.com/2004/wsdl/resSvc" 

    xmlns:tns= "http://greath.example.

com/2004/wsdl/resSvc"

    xmlns:ghns = "http://greath.example.

com/2004/schemas/resSvc"

    xmlns:wsoap= "http://www.

w3.org/2005/05/wsdl/soap"

    xmlns:soap="http://www.

w3.org/2003/05/soap-envelope">

  <types>

    <xs:schema 

        xmlns:xs="http://www.

w3.org/2001/XMLSchema"

        targetNamespace="http://greath.

example.com/2004/schemas/resSvc"

        xmlns="http://greath.example.

com/2004/schemas/resSvc">

      <xs:element 

name="checkAvailability" type="tCheckAva

ilability"/>    

      <xs:complexType name="tCheckAvaila

bility">     

        <xs:sequence>      

          <xs:element  

name="checkInDate" type="xs:date"/>      

          <xs:element  

name="checkOutDate" type="xs:date"/>      

          <xs:element  name="roomType" 

type="xs:string"/>      

        </xs:sequence>     

      </xs:complexType>   

            

      <xs:element name="checkAvailabilit

yResponse" type="xs:double"/>    

    

      <xs:element 

name="invalidDataError" type="xs:

string"/>    

    </xs:schema>    

  </types>

  

  <interface  name = 

"reservationInterface" >

    <fault name = "invalidDataFault"

            element = "ghns:

invalidDataError"/> 

       <operation name="opCheckAvailabil

ity" 

            pattern="http://www.

w3.org/2005/05/wsdl/in-out" 

            style="http://www.

w3.org/2005/05/wsdl/style/uri"

            safe = "true">

        <input messageLabel="In" 

              element="ghns:

checkAvailability" />

        <output messageLabel="Out" 

              element="ghns:checkAvailab

ilityResponse" />

        <outfault ref="tns:

invalidDataFault" messageLabel="Out"/>

    </operation>

  </interface>

  <binding name="reservationSOAPBinding"

          interface="tns:

reservationInterface"

          type="http://www.

w3.org/2005/05/wsdl/soap"

          wsoap:protocol="http://www.

w3.org/2003/05/soap/bindings/HTTP">

 

    <fault ref="tns:invalidDataFault" 

      wsoap:code="soap:Sender"/>

    <operation ref="tns:

opCheckAvailability" 

      wsoap:mep="http://www.

w3.org/2003/05/soap/mep/soap-response"/>

  </binding>

 

  <service name="reservationService" 

       interface="tns:

reservationInterface">

     <endpoint name="reservationEndpoint

" 

               binding="tns:

reservationSOAPBinding"

               address ="http://greath.

example.com/2004/reservation"/>

  </service>

</description>
→
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【リスト 4　SVG Tiny 1.2 の記述例】

<?xml version="1.0" standalone="no"?>

<svg width="12cm" height="4cm" 

viewBox="0 0 1200 400"

     xmlns="http://www.w3.org/2000/svg" 

version="1.2" baseProfi le="tiny">

  <desc>Example polygon01 - star and 

hexagon</desc>

  <!-- 「rect」要素を使用して枠を表示 -->

  <rect x="1" y="1" width="1198" 

height="398"

        fi ll="none" stroke="blue" 

stroke-width="2" />

  <polygon fi ll="red" stroke="blue" 

stroke-width="10" 

            points="350,75  379,161 

469,161 397,215

                    423,301 350,250 

277,301 303,215

                    231,161 321,161" 

/>

  <polygon fi ll="lime" stroke="blue" 

stroke-width="10" 

            points="850,75  958,137.5 

958,262.5

                    850,325 742,262.6 

742,137.5" />

</svg>

図 2：リスト 3の記述例をブラウザ（IE6）で表示

Web サービスを利用した、この予約システム

では、宿泊希望者は、チェックインとチェック

アウトの日時、および部屋のタイプを指定す

る（checkAvailability 要素）。システムは、空い

ている部屋がある場合には宿泊料金を、また空

いている部屋がない場合には、その旨返信する

（checkAvailabilityResponse 要素）。入力された

データが無効な場合には、システムはエラーを

送信する（invalidDataFault 要素）。

● Scalable Vector Graphics (SVG) Tiny 1.2 
Specifi cation のワーキングドラフトが公開

- http://www.w3.org/TR/2005/WD-SVGMobile
12-20050413/

SVG 言語は、2 次元のベクター・グラフィック

を XML で表現する。SVG Tiny 1.2 は、携帯電話

や PDA といった小型の装置からデスクトップ

やラップトップ・コンピュータといった大型の

装置まで実装が可能である。

リスト 4 は、本仕様で記述されたデータであり、

図 2 は、リスト 4 のデータを SVG ブラウザで

表示した例である。

● W3C は新たにモバイルWebイニシアティブ
(MWI) を発足する

- http://www.w3.org/2005/05/mwi-pressre
lease.html.ja

W3C は、携帯機器から Web アクセスを行いや

すくするために、新たにモバイル Web イニシ

アティブ (MWI) を発足する。

W3C のディレクタである Tim Berners-Lee 氏は

「携帯機器からの Web アクセスは、かなりの長
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期にわたって補助的なものとされてきた。MWI 

では携帯機器を主要な Web アクセス機器と捉

え、モバイル Web 利用を価値あるものとすべ

く、開発者を支援する情報を提供する。」と述

べている。

● IESG は Atomシンジケーション・フォーマッ
トのラストコールを発表

IESG は「Atom シンジケーション・フォーマッ

ト」IETF インターネット・ドラフトのラストコー

ルを発表した。Atom は、次世代の RSS として

開発された、XML ベースのフォーマット仕様で

ある。RSS と同じように、Web サイトの各ペー

ジのタイトル、アドレス、見出し、要約、更新

時刻などを記述することができる。

◇ IESG とは

- http://www.ietf.org/iesg.htm

「Internet Engineering Steering Group」 の 略。

インターネット技術標準化運営委員会。IESG は

IETF の活動と標準化プロセスの、技術的な側面

についての責任を担っているグループである。

IESG の メ ン バ ー は、IETF の 複 数 の Working 

Group で文書のレビューを行ったり、WG の方

向性について助言を行っている Area Director

で構成されている。

● Unicode Consortiumは Unicode4.1 を公開

- http://www.unicode.org/press/pr-4.1.html

2005 年 3 月 31 日、Unicode Consortium は、

新規バージョンである Unicode4.1 を公開した。

このバージョンでは、新たに 1273 文字、5 つ

の通貨記号、インドおよび韓国語のいくつかの

文字が追加された。また、文字の配置方法など

を規定する「Unicode Character Database」に

多くの追加や変更を行った。

● メタデータ仕様のスキーマ「IPTC Core Schema
 for XMP」の発表

米 Adobe Systems は、2005 年 3 月 31 日に、国

際新聞電気通信評議会（IPTC）および IDEAlliance

（International Digital Enterprise Alliance） と 共

同で開発したメタデータ仕様のスキーマ「IPTC 

Core Schema for XMP」を発表した。

（尾崎久紀）

Adobe Extensible Metadata Platform（XMP）

XMP は、デジタルメディアおよびワークフロー

間でのメタデータ（ファイル内容を示す情報）

のキャプチャ、保持、移植がしやすい、オープ

ンな標準ベース対応にするテクノロジである。

XMP は XML を使ってメタデータを記述する。

XMP はファイル形式を問わず対応するように

設計されているため、インテリジェントなデ

ジタルメディア管理が可能な、柔軟で強力な

ソリューションを提供する。XMP は全面的な

カスタマイズおよび拡張ができるので、ワー

クグループや企業の製造および発行ワークフ

ローニーズに合わせた最適なメタデータを作

成できる。

Unicode

ベンダー情報IESG
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Cocoon を使ったWeb サイト構築について 2年弱にわたって連載を行ってきた。特に大量のコンテ
ンツを保持しながら、同時に管理しやすいサイトを構築するのに Cocoon が役立つことをご理解いた
だけたことと思う。最終回となる今回は XMLデータベースとの連携について取り上げよう。

本連載を通じて、Cocoon は XML データを活

用した Web サイトを構築するための環

境であり、XML データを整理して Web 上に公開したい場

合に有用であることを説明してきた。さて、XML データの

量が多くなるにつれて、データの検索を行って、見つけた

データを表示することも必要になってくるだろう。

前々回および前回は、リレーショナルデータベースと

Cocoon を連携させる方法について説明した。もともと

XML で記述されていたデータであっても、表形式に整理

することができればリレーショナルデータベースに格納す

ることによって検索の性能を上げることができる。それを

Cocoon と連携させれば、データの効率的な管理が可能に

なるわけだ。

このように、リレーショナルデータベースは非常に有用

な道具だが、XML で記述されるデータの中にはリレーショ

ナルデータベースに格納するには不便なものもある。たと

最終回：XMLデータベースとの連携

連載

えば、長い文章を含むデータや、データ構造の中に不規則

な繰り返しが現れる場合、表形式のデータへのマッピング

が困難になることが少なくない。そのような場合には XML

データベースを活用することを検討できる。XML データ

ベースを使用すると、格納した多量の XML データの中か

ら必要なデータを取り出して使用できるようになる。

XML データベース「Xindice」

Cocoon には、Apache XML プロジェクトで開発 / 保守

がなされている XML データベース「Xindice」(http://xml.

apache.org/xindice/) が添付されており、Cocoon をセット

アップしただけで Xindice と連携した動作ができるように

なっている 1。Cocoon 2.1.7 には Xindice 1.1b4 が添付され

ており、XPath を使った検索と XUpdate を使った更新をサ

ポートしている。

Xindice を含め、多くの XML データベースはファイルシ

ステムのディレクトリとよく似た構造の「コレクション」

という単位に XML ドキュメントを整理して格納する（図 

1）。トップレベルのコレクションには「db」という名前が

付けられており、「/db」と表記する。各コレクションには

ドキュメントを入れるほか、下位のコレクションを作成す

ることもできる。なお、トップレベルコレクション「/db」

には直接ドキュメントを格納することはできない。

XML データベースに対する操作は、基本的にコレクショ

ンの単位で行われる。コレクションを指定してドキュメン

トを取り出したり、コレクションを指定して XPath を使っ

図 1：XML データベースは XMLドキュメントをコレク
ション単位に分けて格納する

1．Xindice のサイトによると、「Xindice」はイタリア語風に「zeen-dee-
chay」と発音すると説明されている。「ジンディーチェ」と読めばい
いだろうか ? もっとも、同サイトには発音が正しくなくてもスペル
が合っていればよいとも書かれているので発音についてはさほど気
にしなくていいだろう。
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環境変数 設定する値

XINDICE_HOME ダ ウ ン ロ ー ド し て 展 開 し た
Xindice ディレクトリ

XINDICE_DB_HOME Cocoon ディレクトリ下のサブ
ディレクトリ WEB-INF

XINDICE_CONFIG
XINDICE_DB_HOME に 設 定 し た 
WEB-INF デ ィ レ ク ト リ に あ る
xindice.xml

表 1：Xindice 管理ツールを使用するための環境変数

たクエリーを行うのである。XPath を使ったクエリーでは、

指定したコレクション中のそれぞれのドキュメントに対し

て同じ検索が実行され、それぞれの検索結果を合わせたも

のが結果として返却される。

Xindice 管理ツールの使い方

Cocoon には Xindice を管理するためのツールは添付さ

れていない。それで、Xindice を使い始める前に管理ツー

ルを入手しておくとよいだろう。

以下において、オリジナルの Xindice に添付されたコマ

ンドラインベースの管理ツール「xindice.bat」を Windows

環境で使う方法を説明する 2。

1．Xindice のホームページ http://xml.apache.org/xindice

から「Download」をクリックし、「Binary (jar)」と示

されたファイルをダウンロードして展開する。

2．表 1 に示す環境変数を設定する。たとえば、C:¥Java¥ 

jakarta-tomcat-5.5.9 にセットアップした Tomcat に

Cocoon を配備し、ダウンロードした xml-xindice-1.1b4- 

jar.zip を C:¥Java に展開した場合、リスト 1 のように設

定することになる。

これで、XINDICE_HOME¥bin に置かれた管理ツール

xindice.bat を使って、Cocoon と統合された Xindice の管

理が可能になった。

管理ツールを使って行うおもな作業には以下のものがあ

る。

■コレクションのリスト：指定したコレクションに含まれ

るコレクションのリストを表示する

■コレクションの作成：指定した親コレクションに新しい

コレクションを作成する

■コレクションの削除：指定した親コレクション内のコレ

クションを削除する

■ドキュメントのリスト：指定したコレクションに含まれ

るドキュメントのリストを表示する

■ドキュメントの追加：指定したコレクションにファイル

名で指定したドキュメントを格納する。データベース内

では指定したドキュメントキーで識別される 3。

【リスト 1：Xindice 管理ツールを使用するための環
境変数の設定例】

set XINDICE_HOME=C:¥Java¥xindice-1.1b4

set XINDICE_DB_HOME=C:¥Java¥jakarta-tom 

cat-5.5.9¥webapps¥cocoon¥WEB-INF

set XINDICE_CONFIG=C:¥Java¥jakarta-tomcat 

-5.5.9¥webapps¥cocoon¥WEB-INF¥xindice.xml

xindice lc -c コレクション URL

2．Unix 用にはシェルスクリプト xindice.sh が備えられている。また、
Xindice webadmin(http://metzner.org/projects/webadmin/) など、
Xindice の管理を行うための GUI ベースのツールもリリースされて
いる。どのようなツールを使用する場合にも Cocoon と統合された
Xindice を管理するには設定の変更が必要となる。興味のある方は
試してみていただきたい。

xindice ac -c 親コレクション URL -n 新コレク
ション名

xindice dc -c 親コレクション URL -n 削除するコ
レクション名

xindice ld -c コレクション URL

xindice ad -c コレクション URL -f ファイル名 
-n ドキュメントキー

3．ドキュメントを追加するときに -n オプションでドキュメントキーを
指定しなかった場合は、「7100a7c0664de47400000103c4dfaf7b」
といったドキュメントキーが自動生成される。わかりやすくするた
め、必ずドキュメントキーを指定するようお勧めする。
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■ドキュメントの削除：指定したコレクションからドキュ

メントキーで指定したドキュメントを削除する

■ドキュメントの取得：指定したコレクション内にあるド

キュメントキーで指定したドキュメントを取り出して

ファイルに保存する

その他のコマンドや引数の詳細については、Xindice の

ホームページから「Commandline Tool Guide」をクリッ

クして表示される情報を参照していただきたい。

ここまでで説明したとおり、Xindice 管理ツールのすべ

てのコマンドで、-c オプションを使って処理の対象となる

コレクションの URL を指定する必要がある。この URL の

指定には、以下のような「XML:DB URL」と呼ばれる記法

を使用する。

データベース ID とは、XML データベースの種類ごとに決

まっている文字列であり、Xindice では「xindice」と「xindice- 

embed」の 2 種類がサポートされている。

「xindice」はネットワーク経由でホスト名または IP アド

レスで指定したマシン上で動作する Xindice にアクセスす

る 4。

一方、「xindice-embed」を使うと、同一マシン上の

Xindice にアクセスする 5。この場合、ホスト名または IP ア

ドレスには何も書かない。同一マシンで動作する Xindice

のコレクション「/db」にアクセスするには、以下の XML:

DB URL を使う。

具体的には、リスト 2 のように実行すれば Xindice 管理

ツールを使って Xindice のコレクション「/db」に含まれ

るコレクションのリストを得ることができる。Cocoon と

統合した Xindice では、初期状態では Xindice データベー

ス自身が使用するコレクション「system」と「meta」の 2

つが存在し、Cocoon に添付されたサンプルを動作させる

と「cocoon」というコレクションが生成される（Cocoon

に添付されたサンプルについては 39 ページのコラムを参

照）。

管理ツールを使ってサンプルデータを登録する

それでは、実際に管理ツールを使ってサンプルデータを

Xindice に格納してみよう 6。以下の手順で 2 つのサンプル

データを登録する。

① 今回のサンプルデータを格納するためのコレクション

「accessories」を作成する。

② 1 つめのサンプルデータ「magupi.xml」をドキュメント

キー「magupi」で登録する。

③ 2 つめのサンプルデータ「ring.xml」をドキュメントキー

「ring」で登録する。

④ コレクション「accessories」に含まれるドキュメントの

リストを表示する。ドキュメント「magupi」と「ring」

が登録されていることが確認できる。

この手順を実行するコマンドラインをリスト 3 に、登録

するサンプルデータをリスト 4 とリスト 5 に示す。

xindice rd -c コレクション URL -n ドキュメント
キー -f 出力ファイル名

xmldb:データベース ID://ホスト名または IPアド
レス /コレクション名

xmldb:xindice-embed:///db

4． Cocoon と統合された Xindice にアクセスする場合、Xindice 管理ツー
ルからデータベース ID「xindice」を使った接続はうまくいかない
ようだ。たとえば、コレクション「xmldb:xindice://localhost:8080/
db」を指定すると、管理ツールは http://localhost:8080/xindice/ に
公開された Xindice のコレクション「db」に接続しようとするが、
Cocoon と統合された Xindice はその位置にはないため接続に失敗す
る。したがって、Xindice 管理ツールではデータベース ID「xindice-
embed」で接続する必要があるだろう。

5． 通常、XML データベースの管理作業を行うには、まず当該データベー
スを稼動させる必要があるが、「xindice-embed」で接続する場合に
限ってはデータベースが稼動していなくても ( 具体的には Tomcat
などのサーブレットエンジンを立ち上げていなくても ) 管理作業を
行うことができる。

6．今回のサンプル作成にあたっては、株式会社サン宝石 (http://www.
sunhoseki.co.jp/) の商品リストを参考にさせていただいた。

xindice dd -c コレクション URL -n ドキュメント
キー
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【リスト 3：サンプルデータの登録】

C:¥Java¥xindice-1.1b4¥bin>xindice ac -c xmldb:xindice-embed:///db -n accessories

trying to register database

[INFO] DatabaseImpl - -Specifi ed confi guration fi le: 'C:¥Java¥jakarta-tomcat-5.5

.9¥webapps¥cocoon¥WEB-INF¥xindice.xml'

(中略 )

[INFO] CollectionManager - -Created a new collection named 'accessories'

Created : xmldb:xindice-embed:///db/accessories

C:¥Java¥xindice-1.1b4¥bin>xindice ad -c xmldb:xindice-embed:///db/accessories -f
 c:¥temp¥magupi.xml -n magupi
trying to register database

(中略 )

Added document xmldb:xindice-embed:///db/accessories/magupi

C:¥Java¥xindice-1.1b4¥bin>xindice ad -c xmldb:xindice-embed:///db/accessories -f
 c:¥temp¥ring.xml -n ring
trying to register database

(中略 )

Added document xmldb:xindice-embed:///db/accessories/ring

C:¥Java¥xindice-1.1b4¥bin>xindice ld -c xmldb:xindice-embed:///db/accessories
trying to register database

[INFO] DatabaseImpl - -Specifi ed confi guration fi le: 'C:¥Java¥jakarta-tomcat-5.5

.9¥webapps¥cocoon¥WEB-INF¥xindice.xml'

[INFO] Database - -Database points to C:¥Java¥jakarta-tomcat-5.5.9¥webapps¥cocoo

n¥WEB-INF¥db

        magupi
        ring

Total documents: 2

C:¥Java¥xindice-1.1b4¥bin>

:¥Java¥xindice-1.1b4¥bin>xindice ad -c xmldb:xindice-embed:///db/accessories -f

①

②

③

④

【リスト 2：Xindice のコレクション /db に含まれるコレクションをリストする ( 強調表示したコマンドを入力 )】

C:¥Java¥xindice-1.1b4¥bin>xindice lc -c xmldb:xindice-embed:///db
trying to register database

[INFO] DatabaseImpl - -Specifi ed confi guration fi le: 'C:¥Java¥jakarta-tomcat-5.5

.9¥webapps¥cocoon¥WEB-INF¥xindice.xml'

[INFO] Database - -Database points to C:¥Java¥jakarta-tomcat-5.5.9¥webapps¥cocoo

n¥WEB-INF¥db

        cocoon
        system
        meta

Total collections: 3

C:¥Java¥xindice-1.1b4¥bin>

C:¥Java¥xindice-1.1b4¥bin>xindice ac -c xmldb:xindice-embed:///db -n accessories

 c:¥temp¥magupi.xml -n magupi

C:¥Java¥xindice-1.1b4¥bin>xindice ad -c xmldb:xindice-embed:///db/accessories -f
 c:¥temp¥ring.xml -n ring

C:¥Java¥xindice-1.1b4¥bin>xindice ld -c xmldb:xindice-embed:///db/accessories

C:¥Java¥xindice-1.1b4¥bin>xindice lc -c xmldb:xindice-embed:///db
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XML データベースからドキュメント単位でデータ
を取り出す

ここまでで XML データベースの準備ができたので、いよ

いよ Cocoon から XML データベースにアクセスしてデータ

を取り出してみることにしよう。まずは、登録したドキュ

メントをそのまま取り出し、整形してクライアントに返す

方法を紹介する。

Cocoon デ ィ レ ク ト リ の 下 に サ ブ デ ィ レ ク ト リ

「xmldbSample」を作成して、そこにXSLTスタイルシート（リ

スト 6）とサイトマップファイル（リスト 7）を配置しよう。

XML データベースにアクセスするために新しいジェネ

レータを使う必要はなく、ファイルから読み込むのと同じ

【リスト 4：マグネットピアスの商品リスト (magupi.
xml)】

<?xml version="1.0"?>

<productList category="マグネットピアス ">

<product>

<name>マリンブルー丸プレートマグピ </name>

<id>35279</id>

<price>125</price>

<desc>全長約 3.5cm</desc>

</product>

<product>

<name>穴あきフラワーマグピ </name>

<id>35329</id>

<price>125</price>

<desc>全長約 4.5cm</desc>

</product>

<product>

<name>変形ハートマグピ </name>

<id>43518</id>

<price>180</price>

<desc>ハート約 7× 6mm</desc>

</product>

<product>

<name>6色スターセットマグピ </name>

<id>43731</id>

<price>170</price>

<desc>6色 6ペアセット 星約 6mm</desc>

</product>

<product>

<name>ハイビスカスマグネットピアス </name>

<id>43878</id>

<price>170</price>

<desc>ハイビスカス約 1.2cm</desc>

</product>

</productList>

【リスト 5：リングの商品リスト (ring.xml)】

<?xml version="1.0"?>

<productList category="リング ">

<product>

<name>赤いリンゴいっぱいリング </name>

<id>21982</id>

<price>180</price>

<desc>幅約 6mm</desc>

<size>10</size><size>13</size>

<size>16</size>

</product>

<product>

<name>赤バラリング </name>

<id>24271</id>

<price>200</price>

<desc>バラ約 1cm</desc>

<size>13</size><size>16</size>

</product>

<product>

<name>二連風リング </name>

<id>24292</id>

<price>105</price>

<desc>幅最大約 1cm</desc>

<size>10</size><size>13</size>

<size>16</size>

</product>

<product>

<name>石付き赤ハートのプラリング </name>

<id>24304</id>

<price>100</price>

<desc>幅最大約 1.5cm</desc>

<size>13</size><size>16</size>

</product>

<product>

<name>黄色系フルーツリング </name>

<id>24313</id>

<price>200</price>

<desc>チャーム全長約 2.8cm</desc>

<size>10</size><size>16</size>

</product>

</productList>
→
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【リスト 7：サイトマップファイル (sitemap.xmap)】

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<map:sitemap xmlns:map="http://apache.

org/cocoon/sitemap/1.0">

<map:pipelines>

  <map:pipeline>

    <map:match pattern="*.html">
      <map:generate src="xmldb:xindice-
embed:///db/accessories/{1}"/>
      <map:transform src="productList.
xslt"/>
      <map:serialize/>
    </map:match>

    <map:match pattern="priceUnder150.
xml">
      <map:generate src="xmldb:xindice-
embed:///db/accessories/#//product[price 
&lt; 150]"/>
      <map:serialize type="xml"/>
    </map:match>

    <map:match pattern="priceUnder150">
      <map:generate src="xmldb:xindice-
embed:///db/accessories/#//product[price 
&lt; 150]"/>
      <map:transform src="productList.
xslt"/>
      <map:serialize/>
    </map:match>

  </map:pipeline>

</map:pipelines>

</map:sitemap>

<xsl:if test="position() != 1">

<xsl:text>, </xsl:text></xsl:if>

<xsl:value-of select="."/>

</xsl:for-each>

</xsl:if></td>

<td><xsl:value-of select="price"/></td>

</tr>

</xsl:template>

</xsl:stylesheet>

ようにしてアクセスできる。Cocoon は XML データベース

にアクセスするために「擬似プロトコル (pseudo protocol)」

と呼ばれる機能を備えており、map:generate 要素の src 属

性に XML:DB URL を使った指定を行うだけで XML データ

ベースからのデータの取得ができるのだ。

    <map:match pattern="*.html">
      <map:generate src="xmldb:xindice-
embed:///db/accessories/{1}"/>
      <map:transform src="productList.
xslt"/>
      <map:serialize/>
    </map:match>

    <map:match pattern="priceUnder150.
xml">
      <map:generate src="xmldb:xindice-
embed:///db/accessories/#//product[price 
&lt; 150]"/>
      <map:serialize type="xml"/>
    </map:match>

    <map:match pattern="priceUnder150">
      <map:generate src="xmldb:xindice-
embed:///db/accessories/#//product[price 
&lt; 150]"/>
      <map:transform src="productList.
xslt"/>
      <map:serialize/>
    </map:match>

①

②

③

【リスト 6：XSLT スタイルシート (productList.xslt)】

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>

<xsl:stylesheet version="1.0" xmlns:

xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/

Transform">

<xsl:template match="/">

<html>

<head>

<title>アクセサリー商品リスト </title>

<style>

table { text-align : center }

tr.rowH { background : green; color : 

white }

tr { background : #CCFFCC }

span.id { font-size : smaller }

</style>

</head>

<body>

<h1>商品リスト </h1>

<table cellspacing="5">

<tr class="rowH">

<th>商品名 <br/><span class="id">商品番号
</span></th>

<th>説明 </th>

<th>サイズ </th>

<th>価格 (円 )</th>

</tr>

<xsl:apply-templates/>

</table>

</body>

</html>

</xsl:template>

<xsl:template match="product">

<tr>

<td><xsl:value-of select="name"/><br/>

<span class="id">No.<xsl:value-of 

select="id"/></span></td>

<td><xsl:value-of select="desc"/></td>

<td><xsl:if test="size">

<xsl:for-each select="size">
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ドキュメントをそのまま取り出すための指定はコレク

ションの URL のあとにスラッシュを入れ、続けてドキュメ

ントキーを記述する。

コレクションの URL は、管理ツールの -c オプションに渡

した文字列と同様であり、「xmldb:データベース ID://ホス
ト名または IPアドレス /コレクション名」という形になる。

たとえば、コレクション「/db/accessories」に登録したドキュ

メントキー「ring」の XML データは次のように記述すれば

取得できる。

さらに、リスト 7- ①のように記述すれば、ドキュメント

キーの後ろに「.html」を付けた URL でアクセスしてきたク

ライアントに、XML データベースから取得した XML デー

タを XSLT で整形した結果を送ることができる。ブラウザか

ら URL「http://localhost:8080/cocoon/xmldbSample/ring.

html」にアクセスすれば、図 2 のようにリングの商品リス

トを整形した結果が得られる。

XML データベースから XPath を使ってデータを
取り出す

XML データベースを使うことの大きなメリットは、コレ

クション内の複数の XML データに対して同時に問い合わ

せを行い、その結果をまとめて取得できることだ。

単一のドキュメントを取り出す場合と同様に、XPath を

使ったデータの問い合わせもサイトマップに指定するだけ

で実行可能だ。map:generate 要素の src 属性には、コレク

ションの URL のあとに「#」を入れ、続けて XPath を記述

する。

たとえば、コレクション「/db/accessories」に登録した

ドキュメントの中から価格 150 円未満の商品を取得したい

場合、XPath「//product[price &lt; 150]」を使って次のよう

に記述する 7。

この XPath による問い合わせの結果は複数の product 要

素から成るのだが、ジェネレータから返される XML デー

タはそれらの問い合わせ結果を1つにまとめたものとなる。

サイトマップファイルにリスト 7- ②のように記述して、ま

ず XML データそのものがどのような形かを確認しよう。ブ

ラウザから「http://localhost:8080/cocoon/xmldbSample/

priceUnder150.xml」にアクセスして取得した結果は図 3

のようになる。

取得結果全体は db:results 要素で囲まれ、個々の取得結

果は db:result 要素 ( 要素名末尾の s の有無に注意 ) で囲ま

れる。取得結果の中には複数のドキュメントからのデー

タが含まれるが、取得元のドキュメントキーが db:result

要素の docid 属性、および取得したデータ ( この場合は

product 要素 ) の src:key 属性に示される。

このデータを XSLT スタイルシートで整形すると、図 4

の表示を得ることができる。マグネットピアスとリングの

<map:generate src="コレクション URL/ドキュメ
ントキー "/>

<map:generate src="xmldb:xindice-
embed:///db/accessories/ring"/>

図 2：ドキュメントキー「ring」の XML データを取得し
て XSLT スタイルシートで整形した結果

<map:generate src="コレクションURL#XPath"/>

<map:generate src="xmldb:xindice-
embed:///db/accessories/#//product[price 
&lt; 150]"/>

7．XPath 内の不等号は&lt; として記述しなければならないことに注意。
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コラム：Cocoon に添付された XMLデータベー
スサンプル

Cocoon に含まれる XML データベースサンプルを
動 作 さ せ る に は、http://localhost:8080/cocoon/ に
アクセスし、「samples」→「Block with samples」→

「XML:DB Block」を順にクリックする。「XMLDB Block 
Samples」ページが開くので、まず「Init」をクリック
しよう。これによってコレクション「cocoon」が作成
され、XML データベースにアクセスする他の操作を行
えるようになる。

サンプルのソースやサイトマップファイルは Cocoon
ディレクトリの下の samples¥blocks¥xmldb にあるの
で、参考にするとよいだろう。

両方の商品リストから、150 円未満の商品のみが取得でき

たことが確認できる。

まとめ

今 回 は、Cocoon に 添 付 さ れ た XML デ ー タ ベ ー ス

「Xindice」にデータを格納して活用する方法を説明した。

紙幅の関係で取り上げることができなかったが、Xindice

は XML デ ー タ を 更 新 す る た め の 仕 様「XUpdate(XML 

Update Language)」(http://xmldb-org.sourceforge.net/

xupdate/) をサポートしており、Cocoon からデータベー

スに格納した XML データの更新を行うことができる。

Cocoon に添付されたサンプルに XUpdate を使用したもの

があるので、参考に見ていただくとよいだろう。

さらには、Xindice ではサポートされていないが多くの

XML デ ー タ ベ ー ス で は「XQuery」(http://www.w3.org/

XML/Query) という仕様に基づいたより複雑なデータ検索

をもサポートしており、Cocoon と連携することも可能だ。

興味のある方はぜひ試していただきたい 8。

（太田　純）

8．XQuery と Cocoon を連携させる方法については、JavaWorld 誌 
2005 年 5 月号「初めての XQuery プログラミング eXist と XML 対
応ツールの連携」( 吉田晃伸、太田純、村上靖征 ) を参照。

図 4：XPath「//product[price &lt; 150]」に対する問い合
わせを XSLT スタイルシートで整形した結果

図 3：XPath「//product[price &lt; 150]」に対する問い合
わせの結果

図 5：Cocoon に添付された XMLDB Block Samples
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前回まで数回にわたって、.NET 環境での XML の扱い方に触れました。今回は、話題を Java に戻
していきます。Java で一通り XML の扱い方を学べましたので、今回は Java の応用的な使用方法
である、「Webサービス」での Java の使い方に関して学んでいきましょう。

あれよあれよというまに、この連載も 16 回目になって

しまいました。残念なことに（?!）今回で、この連

載には一度区切りをつけることになりました 。いままで熱

心に読んでくださった皆様、ほんとうにありがとうござい

ました。

この雑誌がお手元に届くころには、すっかり夏になって

いるでしょうか。。。原稿を書き始めるちょっと前 1 になり

ますが、今年は各地の桜を見て回ってきました。その中で

も良かったのは、弘前でしょう。

図１が、弘前城の桜です。写っているのはやぐらではな

Episode 16（最終回） :  Java の復習

く、天守閣（ち、小さい、、、）なのですが、その周りをぐるっ

と、桜が囲んでいてとても美風景でした。写真には写って

いませんが、後ろを向くと、青森の富士山こと岩木山も見

えたりして、なんとも癒される風景なのでした。

話は変わって、本題に入ります。今回は、再び Java の

話題を扱ってみたいと思います。スターウォーズ最新作、

Episode3 ～シスの復讐～ の人気にあやかって「Java の復

習」なんてタイトルを考えてみたんですが（こういう解説

を加えてしまうと単なるオヤヂギャグになりますが、、、）、

特に深い意味はありません（笑）.NET の話題に触れてきた

んですが、この雑誌のほかのコーナーで .NET を扱う話題

が出てきたので、私は Java に戻ってもいいかなぁと思い

まして、再び Java の話題に戻ります。

Java で XML を扱う技術はどのように進歩してきたので

しょうか。最近は、基礎技術（DOM や SAX）はすっかり

浸透してきたようで、あまり話題に上らなくなりました。

その代わり、応用技術が注目を集めています。と、いうこ

とで、最後に基礎技術から離れて応用技術の１つである、

Web サービスの使用方法に関して、解説を行っていきたい

と思います。

Webサービス？？ 

さて、Java での実装方法をお伝えする前に、Web サー1．  6 ページの原稿書くのに何ヶ月掛かっているんだ、、ってつっ込みは
無しで、、お願いします。

図 1: 弘前城の美しい桜
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ビスってなんだろうってあたりと、それを支える技術に関

して触れておきたいと思います。Web サービスとは、ネッ

トワークを介して、様々なアプリケーションを相互接続で

きるようにするための技術、といえるでしょう。もちろん、

同じような技術に MS の DCOM や Java の RMI などの技術

も存在していますが、それらとの大きな違いは、実装言語

や実行環境（OS やハードウェアなど）にできるだけ依存

しないように工夫されているという点です。前述の技術は

OS であったり、特定の開発言語でなければ通信できない、

というデメリットが存在しました。Webサービスであれば、

環境に依存しない仕様になっていますので、ありとあらゆ

るアプリケーションに接続が可能となるのです。では、デ

メリットはないのでしょうか？一般的に、「実行時の速度」

がデメリット 2 になり得ます。環境に依存しないように作

られているわけですので、開発言語に依存した手法等を使

用できない場合もありますので、どうしても実行速度は犠

牲にならざるを得ません。また、Web サービスで用いられ

るプロトコルも特殊なものではなく、汎用的に使用される

ものが多いため、同様のことが言えます。

少し前の文献を見ますと 大抵 Web サービスというのは、

３つの技術から構成されることになっています（図 2）。そ

れは、Web サービスを利用するためのプロトコル、その利

用方法の内容を規定・公開するためのインターフェース記

述言語、広く一般にインターフェースを公開するための、

公開検索ディレクトリサービスです。ぶっちゃけていいま

すと、公開検索ディレクトリサービスはほとんど使われて

いません。詳しくは後述しますが、いろいろと問題も多く

今では２つの技術でほとんど成り立っています。

まず、プロトコルに関してですが、SOAP3 というプロト

コルが使用されます。このプロトコルは XML ベースのプ

ロトコルで、メッセージの包み方と配達先の記述方法を規

定しているプロトコルです。まぁ、よく使われるたとえで

すが、郵便にたとえると、封筒での手紙の包み方と、封筒

への宛名の書き方などが決まっています（図 3）。メッセー

ジの内容、つまり封筒に包まれる手紙の内容に関しては、

XML 形式であれば、記述形式などを問わないことになって

います。

SOAP は、HTTP や SMTP といったメッセージを配達する

トランスポートプロトコルの上に規定されているプロトコ

ルとなっています。一般的には HTTP 上に実装されること

が多くなっています。

次は、やり取りの内容を規定する記述言語に関してです。

これは WSDL という XML ベースの記述言語を用います。

これは「Web Services Description Language」の略で、前

述した SOAP でやり取りする内容や方法を記述する言語で

す。要するに、公開したいインターフェース（クラスやら

図 2：Web サービスを支える 3 つの技術

利用者 Webサービス

公開する（検索エンジン）

利用方法の
公開

2．  最近では、ハードウェアや回線の速度も上がってきましたので、そ
れほどデメリットとはならないかも知れませんが、、、１秒でも早く、
という場面に Web サービスは向かないでしょう、、

3.  一昔前まで、SOAP は、「Simple Object Access Protocorl」の略称っ
てことになっていたんですが、最近は SOAP はあくまで SOAP って
ことだそうです。呼び方が代わったからといって、その本質は変わっ
てないですけどね、、、 図 3：SOAP で決められていること

宛先

内容

（XML形式であれば良い）

封筒の作り方



42

Developer's Cafe　XML をおいしく味わおう !　～ Episode 16（最終回） : Java の復習

Java でWeb サービス

Java で Web サービスを使うにはどうすればよいので

しょうか。Web サービスは簡単に言ってしまえば、（主に）

HTTP プロトコル上でやり取りされる、XML データの交換

です。Web サービスの使用に従った XML をやり取りでき

ればそれでよいわけですが、、、、同じような XML をいちい

ち書いたり、エラーハンドリングなど、わざわざ書いてい

くと結構面倒ですね (-_-;) 。ということで、自分で１から

書くのではなく、世の中に存在している便利なライブラリ

などを使って、サクサクッと、Web サービスを作ってみま

しょう。

Java で Web サービスを扱うためのライブラリはいくつ

か存在します。代表的なのは以下の２つといえるでしょう。

◇ Apache Webサービスプロジェクト

URL：http://ws.apache.org/

開発元：Apache Web Services Project

Web サーバ Apache で有名な、Apache Project のサブプ

ロジェクトの１つに Web サービスのプロジェクトが存在

しています。ここに Web サービスを利用するために必要

な様々なライブラリが用意されています。

この中でも特に有名なのは、下記の２つでしょう。どち

らも Web サービスを行う上での基本的な API や実行環境

を持ったライブラリとなっています。

・ Apache AXIS 4

・ Apache SOAP

◇ JWSDP

URL：http://java.sun.com/webservices/jwsdp/index.jsp

開発元：SUN

Java の開発元である SUN が提供する Web サービスのラ

イブラリが、JWSDP です。JWSDP とは、「Java Web Services  

Developer Pack」の略称で、その名の通り、Web サービス

を実装するうえで必要となる、SUN が提供する様々なライ

ブラリをまとめたお得な（？）パッケージとなっています。

これさえあれば、Web サービスが手軽にできてしまうの

です。ただし若干の注意点が、、、前述しましたように、こ

メソッドやら）の内容を記述できるものです（図 4）。Web

サービスを提供する側はこれを用意しておくことによっ

て、Web サービスを利用する側はこれを入手することに

よって、Web サービスの接続が可能になるわけです。

最後は公開検索ディレクトリサービスです。これは、ど

のようなものかというと、提供している Web サービスを

登録しておき、このディレクトリサービスから検索を行っ

て、接続したい Web サービスを容易に探せるように、と

いうものです（図 5）。インターネットで言えば、goo と

か Yahoo といったディレクトリ型検索サービスといえるで

しょう。UDDI は一見すると便利そうですが、実際のとこ

ろ、あまり使われていません 。なぜかといいますと、基本

的に Web サービスは、ビジネス利用がその中心です。特

にビジネス用途の場合、サービスの提供元がどのような会

社で、信用に値する会社なのか、といったような信用情報

なども必要です。そうした点をどのようにクリアするのか、

といった規定がなく、今のところあまり使われていない技

術となってしまっています。

さて、このような３つの要素がありますが、特に SOAP

と WSDL を使った Web サービスを、Java でどのように実

装するのかを見て行きましょう。

図 4：WSDL で記述できること

Webサービス
利用方法 1
このWebサービスは辞書のサービスを
提供しています。
辞書を利用するには、日本語の単語を・・

利用方法 1
このWebサービスは数学の演算を行う
サービスです。
演算を利用するには、演算のタイプを
指定し・・

利用方法の公開

事務机の購入

WebサービスWebサービス Webサービス

図 5：Web サービスを探す
4．  「あきしす」って読みます。
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れは、Web サービスのための専用の API というわけではな

く、様々なライブラリの集合体となっています。この中に

は XML を扱うための汎用的なライブラリ（JAXB、JAXP）

等も含められています。これが必ずしも最新のものの組み

合わせになっているわけではなく、JWSDP として、動作す

る最新の組み合わせとなっています。そのため、インストー

ルされている別個に導入した API とバッティングすること

もあります。JWSDP を使用して、開発・実行する際には、

明示的に JWSDP に含まれるライブラリ群を指定するよう

にしないと、正しく動作しないこともあるので、注意が必

要です。

Webサービスを実装するときの異なる２つの実装方法

Web サービスを実装する、とひとくくりにいっても、大

きく分けて、２つのタイプが存在します 5（これは前述し

た 2 つのライブラリのいずれにも当てはまる事柄です）。

・ RPC タイル

・ メッセージスタイル

RPC スタイルとは、いわゆる RPC（リモートプロシージャ

コール）の Web サービス版です。このスタイルをサポー

トするライブラリのメリットは、Web サービスであること

をあまり意識せずに開発が可能である、という点です。極

端に表現すると、前後のちょっとした手続きやちょっとし

たルールを除き、通常の Java の開発をする感覚で、簡単に

Web サービスが実装できてしまうことになります。Web

サービスを実行する SOAP の細かなメッセージのやり取り

は、「Web サービスランタイム」にお任せ、また、SOAP メッ

セージの作成も、「仲介プログラム」にお任せし、利用者

が作成するのは、仲介プログラムに対する一般的な Java 呼

び出しのみです。一方、デメリットとしては、簡単がゆえに、

公開している（あるいはされている）Web サービスのイン

ターフェースを変更したいという場合に、作り直しが面倒

という点です。このあたりの詳細は後述します（図 6）。

一方のメッセージスタイルとは何でしょうか？読んで字

図 6：RPC スタイルの Web サービス

の如しですが (^_^;)、メッセージ交換をするための Web

サービスを実装するタイプです。データ交換など、XML

データそのものを Web サービスで交換する場合に使用し

ます。こちらはデメリットから入りますが、開発が面倒、

というデメリットがあります。RPC スタイルとは異なり、

そもそも SOAP に関してのある程度の知識が必要となりま

すし、SOAP 構造を意識しながら、プログラムを行ってい

かなければなりません。そのため、通常の Java プログラ

ムとはいろいろと手間ややり方が変わってきます。他方、

それによるメリットもあります。最初の作成時は面倒なの

ですが、その後インターフェースが変わったような場合な

どに、変更点のみを修正すればよいというメリットがあり

ます（図 7）。

5.  正確にいうと、ライブラリに依存したタイプではなく、Web サービ
スを実現する最もよく使用されるプロトコルである SOAP の仕様か
ら来ているものなんですね～。SOAP の仕様書を見ると若干表現は
異なりますが、RPC とメッセージスタイルの両方に関して触れられ
ています。

Webサービス利用者 Webサービス提供者

利用プログラム 提供プログラム

SOAPWebサービス
ランタイム

仲介プログラム

Webサービス
ランタイム

仲介プログラム

メソッド
の呼び出し

メソッド
の戻り値

メソッド
の呼び出し

メソッド
の戻り値

図 7：メッセージスタイルの Web サービス

Webサービス利用者 Webサービス提供者

利用プログラム

利用プログラム

提供プログラム

提供プログラム

SOAPメッセージ
を解析

SOAP

SOAPメッセージ

宛
先

本
文
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Developer's Cafe　XML をおいしく味わおう !　～ Episode 16（最終回） : Java の復習

まとめると表 1 のようになります。

早速実践に入っていきましょう。今回は、JESDP を取り

上げて、Web サービスの使い方を学びましょう。

JWSDP を使う

早速 JWSDP をインストールしてみましょう。ではイン

ストール方法を紹介します、、、、ってやっていると紙面も

なくなってきますので、各自で Readme をみてインストー

ルをがんばってみてください (^.^)

JWSDP にも、先ほど取り上げたように Web サービスを

実行するために 2 つの API が用意されています。RPC ス

タイルの API は、JAX-RPC、メッセージスタイルの API は

SAAJ というものです。今回は特に JAX-RPC を取り上げた

いと思います。

JAX-RPC では、Web サービスの内容を記述した WSDL

という言語を中心に実装が回ります。WSDL は Web サー

ビスのインターフェースを規定したものであると述べまし

たが、そこから、Java のクラスを自動的に生成してくれる

ツールを備えているのです。これには先ほどの説明の中で

述べた、Web サービスランタイムと、仲介プログラムの両

方を自動的に生成してくれることになります。これは実に

楽ですね！ WSDL さえ記述できれば 6、Web サービスの利

用はとっても簡単になります。Web サービスを提供する側

も、SOAP などの面倒なプログラムを行わずとも、通常の

Java 開発と同じような手順で行えるので、開発が非常に楽

になります。この Java のツールは「wscompile」というツー

ルです。

では、最後に、実際に Web サービスのプログラムを作っ

て見ましょう。紙面の都合もありまして、今回は、Web サー

ビス利用プログラムを作成してみます。

ん？？利用ってことは、なにか提供されているサービス

を使うってことですよね。。。じゃあ、準備として Web サー

ビスを提供するプログラムを作って、、、って、作っちゃう

し！（三村風）というのは冗談で、世の中で公開されてい

る Web サービスを利用するプログラムを作りましょう。

そのWebサービスとは、、、Google のWebサービスです。

皆さんは、Google の検索が Web サービスでも使用できる

ことをご存知でしたか？ Google の Web サービスは以下の

URL で公開されています。

http://www.google.com/apis/index.html

このサービスを利用するためには、無料のアカウントを

取得する必要があります。左のメニューに用意されている

「Create Account」から、アカウントを各自取得してくださ

い。次に、Web サービスのインターフェースが記述された、

WSDL 文書を入手します。以下の URL に存在します 7。XML

ファイルですので、そのまま、ローカルに保存しましょう。

http://api.google.com/GoogleSearch.wsdl

さて、これで準備は整いました。まず。ＷＳＤＬファイ

ルか Web サービスの仲介プログラムを作成します。これ

には wscompile のための設定用 XML ファイルを記述する

必要があります。以下にそのファイルの内容を示します。

RPCスタイル メッセージスタイル

メリット

・Webサービス
（SOAP）をあまり
意識しなくても良い

・通常のJavaの開発に
似ている

・インターフェースの
変更が容易

・複雑なメッセージ
や、自由なメッセー
ジをやり取り可能

デメリット
・インターフェースの

変更がある場合、作
り直す必要がある

・SOAP（Webサービ
ス）に関する知識が
必要

・作成時の手続きが面
倒

表 1：RPC スタイルとメッセージスタイルの比較

6． まぁ、WSDL を書くのは、それはそれで、ルールを知らないとかけ
ないんですが、、、でも、一般的な Web サービスであれば、提供する、
あるいは提供されるのが普通になっていますので、あまり心配は要
らないでしょう。

7． wscompile では、URL からも取得できるので、このＵＲＬを直接指
定しても OK です。

リスト 1：Config.xml の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<configuration xmlns="http://java.sun.com/xml/ns/jax-rpc/

ri/config">

   <wsdl location="GoogleSearch.wsdl"

         packageName="sample.googlesearch " /> 

</configuration>



連 載

45

ここまで準備ができたら、

と、コマンドを打ちます。これで、沢山 (^_^;)Java のファ

イルができれば出来上がりです。なんで、こんなに Java

のファイルができるんでしょうか。。。。そんなに複雑な API

なのでしょうか。いえいえ、そんなことはありません。これ、

実は、仲介プログラムの下の Web サービスランタイムの

部分も一緒に作成されているからなんです。Google を利

用する場合は、このうちのわずかな Java ファイルを利用

するだけです。

では、最後にプログラムを作ってみましょう。必要な手

順は以下の通りです。

１）仲介プログラムのインスタンスの作成

２）Web サービス URL の設定

３）Web サービスメソッドの実行

え、、たったこれだけ？って思われる人もいるでしょう。

そうなんです。たったこれだけです。ね、Ｗｅｂサービスっ

て簡単でしょ。では、非常に短い実際のコードをご覧くだ

さい。

これを実際にコンパイルして、実行してみると！！！！

興味のある方は、実際の Google の検索結果と見比べてみ

てください。

と、まぁ、こんな感じで RPC スタイルを使うと非常に簡

単に Web サービスの利用ができます。

まとめ

最後の方は駆け足になりましたが(^_^;)ざっとWebサー

ビスに関してご紹介しました。Web サービスの提供を考え

ておられた方にはちょっと物足りなかったでしょうか。。。

さて、これで、この連載は一回終了となります。ここま

で辛抱強く（？）読んでくださってありがとうございまし

た。少しでも XMLF をプログラムするためにはどうすれば

よいのだろうってことの理解の助けになれば、幸いです。

（吉田 晃伸）

wscompile -gen:client -keep config.xml

リスト 2：GoogleSearchSample.java

import java.io.*;

import javax.xml.rpc.*;

import sample.googlesearch.*;

public class GoogleSearchSample {

  public static void main(String[] args) {

    try {

    // 1）仲介プログラムのインスタンスの作成

    GoogleSearchPort_Stub stub = (GoogleSearchPort_Stub)

(new GoogleSearchService_Impl().getGoogleSearchPort());

    

    // 2）Web サービス URL の設定

    stub._setProperty(Stub.ENDPOINT_ADDRESS_PROPERTY,

"http://api.google.com/search/beta2");

    

    // 3）Web サービスメソッドの実行（検索を実行）

    GoogleSearchResult SearchResult = stub.

doGoogleSearch("License-Key","Kensaku-shitai-

kotoba",1,10,false,"",false, "", "","");

    

    // 検索結果件数の表示

    System.out.println(SearchResult.getEstimatedTotalResult

sCount());

    // 検索結果 Element の取得

    ResultElement[] SearchResulte = SearchResult.

getResultElements();

    // 検索結果 Element の内容を 1 件ずつ表示（検索結果を

1 件ずつ表示）

    for (int i = 0 ; i < 10 ; i++){

      System.out.println(i + " 件目 ¥n");

      System.out.println(SearchResulte[i].getTitle());

      System.out.println(SearchResulte[i].getSummary());

      System.out.println(SearchResulte[i].getURL());

      System.out.println(" ～～～～～～～ ");

    }

   } catch (Exception e) {

      e.printStackTrace();

      System.exit(1);

   }

  }

}
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リッチクライアントとXML、そして技術の発展
「リッチクライアント」－企業の社内システムの開発で

注目されている技術である。Web ベースのサーバを使いな

がら、ユーザー側のプログラムとしては通常の「ブラウザ」

ではなく、さらに高機能のユーザーインターフェイスを備

えたプログラムを使用する。この高機能のクライアント・

プログラムが「リッチクライアント」である。

リッチクライアントは名前のとおり、クライアント側の

機能を充実させたものであり、オフラインで使えることも

ある。しかも、インストール作業が不要であったり、自

動インストールや自動アップデート機能があったりする。

ユーザーの PC に個別にインストールして保守しなくても

よいので、管理の手間を省き、TCO を下げることができる。

TCO（Total Cost of Ownership）とは「総所有コスト」の

ことであり、ソフトウェアの初期導入コストだけではなく、

アップグレードやシステムの管理者コストなど、トータル

な運用コストを含めた費用である。

リッチクライアントを実現する代表的な技術には、伝統

的な Flash、Microsoft のスマートクライアント、Curl 社の

Curl、ほかにも Java ベースの開発・実行環境がある。大ま

かに分類すると、Web ブラウザ上で動くもの、Web サー

ビスを利用するもの、独自の実行環境を持つもの、Java の

実行環境で動くものである。

リッチクライアントの実現において、XML は（1）Web

サーバと交換するメッセージの形式として、また（2）GUI

を定義する言語として使われている。もちろん、リッチク

ライアントの製品によって XML の使われ方は異なる。前

者は SOAP であったり、後者は XHTML の拡張や独自の形

式であったりする。基本的には、Web サービスにおける

XML の利用方法、およびページ記述における XML の利用

方法を発展させたものである。

しかし、リッチクライアントを、単に XML 技術の応用や

展開として捉えるなら、狭い視野でしか技術の動きを見て

いないことになる。若い時期にホストコンピュータと専用

端末を使って開発を行ってきた筆者のような世代から見る

と、技術変化の動きは反復しているように思える。もちろ

ん、同じ位置に留まりながら、左右に反復しているのでは

ない。前進もしくは発展している。少し哲学的な用語を使

えば「弁証法的な」動きをしている。ある命題に含まれる

暗黙的な矛盾が新たな展開を生むが、それがまた矛盾を含

み別の展開を生み出していく。こうして「止揚（aufheben）」

していく。

まずは昔の「ホストコンピュータ」と「専用端末」の仕

組みから考えてみる。これについていえば、データを共有

しながら、大勢の人が作業できるということ自体すばらし

いことだった。ホストコンピュータにあるプログラムを修

正すれば端末に表示される画面や機能は変更できた。しか

し大勢の人がホストコンピュータに同時にアクセスすると

レスポンスが低下するという弱点（矛盾）があった。

一方、時代が進み、ホストコンピュータの端末としてパ

ソコンが利用されるようになると、パソコン側でできる処

理はそこで行い、必要なときだけ、サーバのあるホストコ

ンピュータと通信するという「クライアント」と「サーバ」

の仕組みが登場した。これはパソコン側にアプリケーショ

ンプログラムをインストールするので、その導入コストや

バージョンアップのための手間がたいへんになった。

次に登場したのは「Web サーバ」と「Web ブラウザ」の

仕組みである。クライアント側は汎用的な「Web ブラウザ」

を使う。ブラウザでは、HTMLを使って、ある程度GUIを作っ

たり、入力フォームを作成したりできる。また「Webサーバ」

で「Web ブラウザ」の表示を制御できるので、クライアン

ト側に追加のインストールやプログラム変更を行う必要は

ない。しかし、この仕組みには「ホストコンピュータ」と「専

用端末」という仕組みと同じように「Web サーバ」との通

信が頻繁になったり、クライアントのパソコンの機能を十

分引き出していなかったりするという弱点があった。しか

し、オープン環境のさまざまなソフトウェアを利用できる

というメリットはたいへん大きなものである。

こうした矛盾を解決して「リッチクライアント」が登場

した。「Web サーバ」の仕組みを生かしながら、また「ク

ライアント」「サーバ」の弱点である導入と運用コストを

軽減しながら、クライアント側の機能を「リッチ（豊富）」

にする技術が生まれたのである。

このように「クライアント」と「ホスト」との関係は、

負荷の重心をいずれかに移動させながら、機能向上とコス

ト削減をエネルギーに前進してきたのである。

では、次はどのように展開するのだろうか。もう一度、

新たな技術が登場して「ホスト」に重心が移るのだろうか。

それとも「リッチクライアント」が発展して「分散化」の

新たなパラダイムに移行するだろうか。過ぎ行く時間が答

えを出すのを楽しみにしていきたい。

（M. N.）
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　平素は“Digital Xpress”をご購読くださり有難うございます。　
　本誌では紙面の充実をはかり、より有益な情報をお手元にお届けするため、
アンケートを実施しております。このページをコピーするか切り取るかし、
FAXにてご送信ください。
　DXクイズのこたえも記入できます。次ページの漢字クイズのこたえを
右下の欄にご記入ください。尚、アンケートにご協力いただいた正解者の中
から抽選で10名の方に「クオカード」3,000円分をプレゼント致します。
（2005年9月末日締切）なお当選者の発表は発送をもって代えさせていただき
ます。皆様の応募をお待ちしております。
　今後とも“Digital Xpress”を宜しくお願い申し上げます。

送信先：Digital Xpress 編集部 行き

FAX番号：03-3595-8248

アンケート／プレゼントクイズ応募用FAX送信票

■本誌の内容は、全体的にどう思いますか？（数字に丸を付けてください）
全体的に： 1、おもしろい 2、ふつう 3、おもしろくない
記事レベル： 4、むずかしい 5、ちょうどよい 6、ものたりない

■本誌の各記事を評価してください。（下記の表にて A、B、C のいずれかをチェックしてください）
（凡例： A、おもしろい B、ふつう C、おもしろくない）

■XMLに期待すること、XMLの記事で読みたいもの、本誌に期待することなどについてご自由にお書きください。

# 読者番号をお持ちの方は、発信元欄には読者番号をご記入いただくだけでOKです。それ以外の方は発信元欄に
必要事項をご記入ください。 読者番号は Digital Xpress 編集部からお送りしたE-mailに記載されています。

読者番号 #

ふりがな
姓

〒

名

姓名

住所

E-mail

電話番号

特集： ブログとRSSの可能性

ITなるほどインタビュー： 日本を代表するインターネットポータルサイト  魅力満載の「goo」に迫る !

Developer’s Café XMLをおいしく味わおう！： Episode16 最終回 Javaの復習
CocoonによるWebサイト構築テクニック： 最終回 XMLデータベースとの連携

DX発： 動向ファイリング2005 OASIS、W3C、IESG 他

クローズアップ： DWRでAjaxしてみよう  ～リッチクライアントへの古くて新しい挑戦～

クローズアップ： Adobe Creative Suite 2

論説： リッチクライアントとXML、そして技術の発展

 

 

BREAK TIME： クイズ、編集後記

真ん中の○に漢字を入れて
4つの熟語を完成させましょう

航
樹 ○ 外
辺

［問題］
○にあてはまる漢字1文字を
直接ご記入ください。
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●応募方法
前ページの FAX用紙に、アンケートと答えを記入し
ファクシミリにて送信してください。正解者の中から
抽選で 10 名の方に「クオカード」（3,000 円分）を
差し上げます。当選者の発表は発送をもって代えさせ
ていただきます。

●応募締切
2005 年 9 月末

第 26号のプレゼントクイズは漢字クイズです。
皆様の応募を心よりお待ちしております。

前号（漢字クイズ）のこたえ

Digital Xpress Vol.25 に掲載されたクイズの
こたえは、『花』でした。
ご応募、ありがとうございました。

真ん中の○に漢字を入れて
4つの熟語を完成させましょう

航
樹 ○ 外
辺
［問題］

○にあてはまる漢字1文字を
当ててください。
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状
は
、
足
腰
の
冷
え
、
肩
こ
り
、
だ
る
さ
、
頭

痛
な
ど
な
ど
。
オ
フ
ィ
ス
で
働
く
人
に
と
っ
て
は
ひ
と

ご
と
で
は
な
い
は
ず
。

そ
ん
な
ク
ー
ラ
ー
病
の
対
策
と
し
て
は
、
と
に
か
く

身
体
を
あ
た
た
め
て
血
行
を
よ
く
す
る
こ
と
が
一
番
！

ク
ー
ラ
ー
は
足
元
か
ら
冷
や
す
の
で
靴
下
を
は
い
た
り

ひ
ざ
掛
け
を
使
っ
て
身
体
を
あ
た
た
め
る
の
も
良
い
で

し
ょ
う
。デ
ス
ク
の
下
で
で
き
る
簡
単
な
足
の
ス
ト
レ
ッ

チ
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
効
果
的
で
す
。
家
に
帰
っ
て
か
ら

は
な
る
べ
く
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
め
の
お
湯
に
つ
か
っ
た

り
、
足
浴
な
ど
も
お
す
す
め
で
す
。

食
べ
物
は
、
夏
バ
テ
対
策
も
兼
ね
て
３
食
バ
ラ
ン
ス

よ
く
食
事
を
と
る
こ
と
。
特
に
、
身
体
を
中
か
ら
あ
た

た
め
る
働
き
の
あ
る
た
ん
ぱ
く
質
、
た
と
え
ば
肉
・
魚
・

大
豆
、
血
行
を
よ
く
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、
か
ぼ
ち
ゃ
・

う
な
ぎ
・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
な
ど
を
積
極
的
に
と
る
と
良
い

よ
う
で
す
。
し
ょ
う
が
も
、
血
管
を
広
げ
て
血
行
を
よ

く
す
る
働
き
が
あ
る
の
で
ク
ー
ラ
ー
病
に
は
も
っ
て
こ

い
の
食
べ
物
で
す
。

蒸
し
暑
い
日
本
の
夏
を
ク
ー
ラ
ー
な
し
で
過
ご
す
な

ん
て
考
え
ら
れ
な
い
！
そ
れ
な
ら
ば
、
ク
ー
ラ
ー
と
う

ま
く
付
き
合
っ
て
、
元
気
に
暑
く
て
寒
い
夏
を
の
り
き

り
ま
し
ょ
う
。

（
紗
）




